
　OCTは、1990年に原理が提案されてから今日に至るまで、目覚ましい発展を遂げてきました。今日においては、日常の診療において必
要不可欠な診断機器となっています。
　OCTの進歩と普及には、深さ方向分解能の向上が大きく関係しています。Spectral-domain OCT (SD-OCT)の実用化により、高精細
な網脈絡膜断層画像が得られるようになりましたが、興和により開発された超高分解能OCT「コーワ OCT Bi-µ（バイミクロン）」は、深さ
方向分解能が2µm（組織中）と、従来のSD-OCTと比べて飛躍的に向上しています。網脈絡膜断層像の高精細化により、これまで確認する
ことが出来なかった微細な構造変化を捉えることができ、それにより疾患の病態解明、早期診断、治療へと役立つことが期待されます。
　本セミナーでは、超高分解能OCTでこれまで見えなかったものを「診る」ことをテーマとし、3名の先生方にご講演いただきます。高精細
画像の魅力、意義、今後の可能性を一緒に体験しましょう。多くの先生方のご参加を心よりお待ちしております。
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